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管
理
者
表
彰

賞
詞

　
佐
藤
　
真
人
　
　
　（
小
島
）

賞
誉

　
坂
本
　
正
樹
　
　
　（
大
沢
）

　
菊
池
　
圭
介
　
　
　（
松
前
）

　
佐
藤
ま
ゆ
み
　
　（
さ
く
ら
）

　
１
月
11
日
、
町
民
体
育
館

で
、「
第
15
回
金
子
鷗
亭
記
念

松
前
町
児
童
生
徒
書
初
め
席
書

大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内

の
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
、

１
１
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
松
前
が
生
ん

だ
書
家
、
金
子
鷗
亭
先
生
の
業

績
を
た
た
え
、
多
く
の
人
に
書

に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
文

化
の
香
り
漂
う
書
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
協
議
会
（
会
長
・
市
田

恵
之
）
の
主
催
で
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。

書
の
町
松
前

児
童
生
徒
書
初
め
席
書
大
会

　
１
月
４
日
、
松
前
消
防
団
の

出
初
式
が
行
わ
れ
、
制
服
に
身

を
包
ん
だ
消
防
団
員
と
消
防
車

両
が
松
前
公
園
か
ら
町
民
体
育

館
ま
で
街
頭
行
進
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
式

典
で
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

※
敬
称
略

　（
　
）
内
は
所
属
分
団
名

北
海
道
知
事
表
彰

3０
年
勤
続
章

　
吉
田
　
康
洋
　
　（
副
団
長
）

　
佐
藤
　
幸
吉
　
　
　（
小
島
）

2０
年
勤
続
章

　
小
野
寺
初
美
　
　（
さ
く
ら
）

　
室
田
　
孝
平
　
　
　（
小
島
）

　
斉
藤
　
俊
丈
　
　
　（
大
島
）

1０
年
勤
続
章

　
高
山
　
清
勝
　
　
　（
小
島
）

北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

3０
年
勤
続
章

　
吉
田
　
康
洋
　
　（
副
団
長
）

　
佐
々
木
好
文
　
　
　（
大
島
）

　1０
年
勤
続
章

　
石
川
　
　
聡
　
　
　（
大
沢
）

　
熊
谷
　
隆
一
　
　
　（
大
島
）

　
川
合
　
良
広
　
　
　（
小
島
）

渡
島
地
方
支
部
長
表
彰

功
労
表
彰

　
伊
藤
　
勝
利
　
　
　（
大
沢
）

　
小
野
寺
し
の
ぶ
　（
さ
く
ら
）

新
年
の
始
ま
り

気
を
引
き
締
め
出
初
式

　
参
加
者
は
、
手
本
を
見
な
が

ら
一
画
ず
つ
丁
寧
に
筆
を
運
ん

で
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
入
賞
者
は
広
報
３
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
年
を
華
や
か
に

小
正
月
女
の
ま
つ
り

春
か
ら
中
学
生
！

中
学
生
活
を
体
験
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１
月
13
日
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
ラ
ン
ド
い
さ
り
び
で
、

「
第
15
回
小
正
月
女
の
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
、
約
２
５
０
人
の

町
民
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
お
正
月
の
準
備
な

ど
で
忙
し
か
っ
た
女
性
に
感
謝

と
ね
ぎ
ら
い
の
意
味
を
込
め
て

小
正
月
の
風
習
に
ち
な
み
、
小

正
月
女
の
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
実
行
委
員
長
・
大
西
仁
）
の

主
催
で
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

新
年
を
華
や
か
に

小
正
月
女
の
ま
つ
り

　
ま
つ
り
は
、
石
山
町
長
と
年

女
の
方
々
に
よ
る
鏡
開
き
で
開

会
し
、
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
に

御
神
酒
が
振
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
血
圧
測
定
や
西

村
薬
局
の
ご
協
力
に
よ
る
血
糖

値
測
定
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
、
す
る
め
ち
ゃ
ん
体
操

で
体
を
ほ
ぐ
し
た
あ
と
は
、
カ

ラ
オ
ケ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
、

木
古
内
町
在
住
の
中
村
時
子
さ

ん
と
乙
部
町
出
身
で
、
第
41
回

江
差
追
分
全
国
大
会
優
勝
者
の

寺
島
絵
里
佳
さ
ん
に
よ
る
演
歌

や
民
謡
、
江
差
追
分
な
ど
が
披

露
さ
れ
、
会
場
は
大
き
な
拍
手

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
歌
謡
シ
ョ
ー
の
最
後
に
は
、

中
村
さ
ん
と
寺
島
さ
ん
の
歌
に

合
わ
せ
て
、
来
場
者
が
輪
を

作
っ
て
踊
り
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
の
終
盤
に
は
、
た
く

さ
ん
の
景
品
が
用
意
さ
れ
た
ビ

ン
ゴ
大
会
が
会
場
を
盛
り
上
げ
、

来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
最
後

ま
で
ま
つ
り
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。

　
１
月
22
日
、
松
前
中
学
校
で
、

町
内
の
小
学
６
年
生
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
と
し
た
「
新
入
生

説
明
会
」
が
開
か
れ
、
35
名
の

児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
校
舎
内
を

見
学
し
た
あ
と
、
中
学
生
が
実

際
に
授
業
を
受
け
て
い
る
様
子

も
見
学
し
ま
し
た
。

　
校
舎
内
見
学
が
終
わ
っ
た
あ

と
は
、
中
学
校
で
の
学
習
や
学

校
生
活
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞

き
、
そ
の
後
、
部
活
動
の
見
学

を
行
い
ま
し
た
。

春
か
ら
中
学
生
！

中
学
生
活
を
体
験

　
子
ど
も
た
ち
は
、
道
南
ス
ギ

を
利
用
し
て
建
築
さ
れ
た
校
舎

や
小
学
校
と
は
違
っ
た
授
業
の

様
子
に
、
少
し
緊
張
し
な
が
ら

も
興
味
津
々
な
様
子
で
し
た
。

　
参
加
し
た
児
童
は
「
小
学
校

に
は
無
い
も
の
を
た
く
さ
ん
見

る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。

中
学
校
に
入
学
す
る
の
が
楽
し

み
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

カラオケ大会の様子

中村さん

寺島さん
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こ
の
た
び
、
岬
は
い
く
ポ
ス

ト
（
代
表
・
川
内
谷
弘
美
）
が

応
募
し
た
俳
句
が
、
次
の
と
お

り
俳
句
大
会
で
入
賞
し
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」

の
全
国
俳
句
大
会

最
優
秀
賞

　
三
浦
　
優ゆ
う

花か

（
小
島
小
５
年
）

　
雨
上
が
り

　
し
あ
わ
せ
色
の
虹
が
出
る

優
秀
賞

　
吉
田
　
海か
い

奈な

（
小
島
小
５
年
）

　
お
静
か
に

　
聞
こ
え
ま
せ
ん
よ
風
鈴
が

俳
句
大
会
で
た
く
さ
ん
の

作
品
が
入
賞
し
ま
し
た

入
選

　
五
十
嵐
亮り
ょ
う
た太（
小
島
小
６
年
）

　
ザ
ア
ザ
ア
と

　
波
が
き
れ
い
ね
夏
の
海

　
酒
井
　
優ゆ

菜な

（
小
島
小
６
年
）

　
銀
色
に
か
が
や
く
光

　
雪
の
つ
ぶ

　
堀
川
　
紗さ

穂ほ

（
小
島
小
６
年
）

　
見
上
げ
れ
ば

　
ダ
イ
ヤ
み
た
い
な
雪
が
ふ
る

　
増
田
早さ

恵え

希き

（
小
島
小
６
年
）

　
せ
ん
ぷ
う
き

　
み
ん
な
集
ま
り
宇
宙
人

　
佐
藤
　
　
耀
あ
き
ら（
小
島
小
５
年
）

　
夏
の
雨
　

　
キ
ラ
キ
ラ
光
る
ダ
イ
ヤ
だ
よ

　
佐
野
　
琉る

心い

（
小
島
小
５
年
）

　
夏
の
海

　
き
ら
き
ら
光
る
ほ
う
石
だ

　
東
舘
　
秀し
ゅ
う
と斗（
小
島
小
５
年
）

　
暑
い
日
は
　

海
に
行
っ
て
飛
込
み
だ

　
成
田
愛あ

璃り

美み

（
小
島
小
５
年
）

　
そ
よ
風
に
た
ん
ぽ
ぽ
が
ゆ
れ

　
歌
っ
て
い
る

　
酒
井
　
莉り

音の

（
小
島
小
４
年
）

　
楽
し
み
だ
　

海
で
泳
ご
う
夏
休
み

　
中
山
　
煌き
ら

翔と

（
小
島
小
４
年
）

　
あ
る
時
に

　
海
水
浴
を
し
に
き
た
よ

　
堀
川
　
凌り
ょ

央お

（
小
島
小
４
年
）

　
夏
の
海

　
小
島
が
見
え
て
こ
ん
ぶ
干
す

　
藤
岡
　
望み

来ら
い（
小
島
小
４
年
）

　
て
ん
と
虫
は
ね
を
ひ
ろ
げ
て

　
と
ん
で
ゆ
く

　
青
山
　
唯ゆ
い

夏な

（
小
島
小
３
年
）

　
や
き
い
も
を

　
い
っ
ぱ
い
た
べ
て
お
な
ら
で
る

　
竹
内
　
優ゆ

心み

（
小
島
小
３
年
）

　
友
だ
ち
と
プ
ー
ル
で
泳
ぐ

夏
休
み

　
堀
川
　
真ま

歩ほ

（
小
島
小
３
年
）

　
赤
と
ん
ぼ

　
夕
日
の
空
を
と
ん
で
い
る

平
成
３0
年
度
一
茶
ま
つ
り

全
国
小
中
学
生
俳
句
大
会

入
選

　
酒
井
　
優ゆ

菜な

（
小
島
小
６
年
）

　
砂
浜
に　

足
あ
と
残
す
夏
の
朝

　
１
月
11
日
、
町
民
総
合
セ
ン

タ
ー
で
「
お
口
と
骨
の
健
康
セ

ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
60
名

の
町
民
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
北
海
道
骨
粗
し
ょ
う
鬆
症

研
究
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
た

も
の
で
、
セ
ミ
ナ
ー
で
は
北
海

道
医
療
大
学
歯
学
部
教
授
の
村

田
勝
氏
と
Ｋ
Ｋ
Ｒ
札
幌
医
療
セ

ン
タ
ー
整
形
外
科
部
長
の
重
信

恵
一
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
口
と
骨

に
関
す
る
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

　
出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
口

腔
内
を
保
湿
す
る
こ
と
の
大
切

さ
や
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
に
つ

い
て
熱
心
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　
２
月
16
日
に
神
明
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
る
「
第
１
回
松

前
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
に
向
け
て
、
松
前
商
工
会

青
年
部
（
部
長
・
佐
藤
光
）
主

導
の
も
と
、
ジ
ャ
ン
ボ
滑
り
台

な
ど
の
製
作
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
雪
合
戦
や
雪
上
宝

探
し
の
ほ
か
に
「
親
子
馬ば

ん

ば場

レ
ー
ス
」
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
ご
家
族
や
友
達
と
ご
一
緒
に

冬
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

口
と
骨
の
健
康
に
つ
い
て

知
識
を
深
め
る

準
備
着
々

ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

三浦優花さん（中央左）と吉田海奈さん

酒井優菜さん

緊
張
の
一
瞬

百
人
一
首
カ
ル
タ
大
会
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１
月
12
日
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
ラ
ン
ド
で
江
良
地
区
青

少
年
育
成
健
全
推
進
協
議
会

（
会
長
・
堺
繁
光
）
主
催
の
大

島
地
区
百
人
一
首
カ
ル
タ
大
会

が
開
催
さ
れ
、
大
島
小
の
児
童

12
名
（
４
チ
ー
ム
）
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
月
19
日
、
町
民
体

育
館
で
松
前
町
下
の
句
百
人
一

首
カ
ル
タ
大
会
が
開
催
さ
れ
、

小
中
学
生
か
ら
一
般
ま
で
28
名

（
９
チ
ー
ム
）が
参
加
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
読
み
手
の

声
に
耳
を
傾
け
、
句
が
読
ま
れ

る
と
素
早
く
札
を
取
っ
て
い
ま

し
た
。

　
優
勝
し
た
チ
ー
ム
の
子
ど
も

た
ち
は
、「
ま
た
大
会
に
出
て

優
勝
し
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

緊
張
の
一
瞬

百
人
一
首
カ
ル
タ
大
会

大
島
地
区
百
人
一
首

カ
ル
タ
大
会

優
勝
　
チ
ー
ム
　
ラ
イ
オ
ン

（
高
橋
陸り

く

斗と

、
佐
々
木
暉あ

き

人と

、

東
舘
望み
い

愛あ

）

２
位
　
チ
ー
ム
　
み
そ

（
佐
々
木
千ち

夏な
つ

、
本
間
絵え

梨り

、

高
橋
悠は
る

馬ま

）

３
位
　
チ
ー
ム
　
ね
こ

（
寳
福
春は

る

菜な

、
藤
村
璃り

夢む

、

菅
野
大ひ
ろ

翔と

）

松
前
町
下
の
句
百
人
一
首

カ
ル
タ
大
会

交
友
の
部
（
小
学
１
～
３
年
）

優
勝
　
松
城
小
２
年
チ
ー
ム

　
（
小
川
爽さ

椰や

、
小
野
寺
理り

子こ

、

澤
田
雛ひ
な

乃の

）

交
友
の
部
（
小
学
４
～
６
年
）

優
勝
　
松
城
小
５
～
６
年
チ
ー
ム

　
（
藤
井
咲さ

那な

、
小
野
寺
省し

ょ
う
ご吾

、

藤
井
悠ゆ
う

那な

）

玄
人
の
部
（
中
学
生
・
一
般
）

優
勝
　
松
前
中
２
年
チ
ー
ム

　
（
高
橋
叶と

和わ

、
熊
谷
明め

衣い

、

渡
邉
凛り
ん

音ね

）

　
本
来
、
百
人
一
首
は
１
０

０
人
の
歌
人
の
和
歌
を
、
一

人
一
首
ず
つ
集
め
た
歌
集
を

指
し
ま
す
が
、
現
在
は
、
お

正
月
に
遊
ば
れ
る
カ
ル
タ
と

し
て
の
知
名
度
が
高
く
、
百

人
一
首
の
カ
ル
タ
は
「
歌
ガ

ル
タ
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　
百
人
一
首
カ
ル
タ
は
、
読

み
手
が
和
歌
の
上
の
句
を
読

み
、
そ
れ
に
対
応
す
る
下
の

句
の
札
を
取
り
ま
す
。
取
り

札
は
、
下
の
句
が
か
な
書
き

で
書
か
れ
た
紙
製
の
も
の
を

使
い
ま
す
。

　
北
海
道
で
一
般
的
に
行
わ

れ
て
い
る
も
の
は
、「
下
の

句
カ
ル
タ
」
と
呼
ば
れ
、
上

の
句
は
読
ま
れ
ず
、
下
の
句

だ
け
が
読
ま
れ
ま
す
。
取
り

札
は
木
製
で
、
崩
し
た
字
で

下
の
句
が
書
か
れ
た
も
の
を

使
い
ま
す
。

百
人
一
首
カ
ル
タ
と
は

下の句カルタの取り札


